
地域とのつながりについて
　　　ひまわりパーク六本松　今林　映一
　今回のテーマは「地域」ですが、地域とはすなわち顔の見える関係かと思います。
ひまわりパーク六本松は本年4月に7年目を迎えました。これまで保護者及び育成会関係者の皆様、そして草ヶ江校区の皆様のあたたかいご支援のお陰で利用者が安心して通え、元気に活動できる事業所に成長していることに改めて感謝申し上げます。さらに本年3月には特定医療法人財団　博愛会様から当事業所に対して多額の寄付をいただきました。博愛会病院の職員食堂に設置された募金箱に職員皆さんから1食ごとに10円の寄付がなされ、1年間で当事業所を含め3団体に寄付をなされたそうです。当事業所は本年度に様々な計画を検討しており、励ましとなる貴重な浄財です。博愛会病院様との交流は、病院職員の方がボランティアで毎月、健康教室の講師として健康問題、加齢や熱中症など時季に応じた健康指導をご指導いただいているつながりかと思います。近年、台風や豪雨等により被災された皆様の再建へのよりどころは、顔の見える地域の存在かと思います。改めて「地域」を考えるとき、まず顔の見える身近な校区などとのつながりが大事です。校区の民生委員さんが毎月初めにボランティアとしての作業支援や、校区の人権尊重推進協議会の広報・啓発活動に当事業所のアートグッズが採用されるなど事業所が地域の一員として皆さんとのつながりを感じることができ、心強いものがあります。
[bookmark: _GoBack]さらに、広い意味で「つながり」を考えるとき、当事業所のカレンダーをはじめアートグッズ販売や、絵やデザインが企業等に採用されることで県内を超え関西、首都圏の皆さんに当事業所のアートグッズが少しずつ知られ、応援のお手紙やフェイスブックへのコメントをいただくことが増えました。遠くにありながらもつながりを感じます。改めてアートの力を再発見します。今後とも地域とのつながりに向けて、また六本松において開かれた事業所に向けて地域の障がいのある方々との交流や近隣の事業所との連携などを図ることが重要と思います。幸いにも来年3月に音楽や絵画などのアートイベントを開催しますので、多くの皆様との交流が深まればと期待しています。
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